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はじめに

近年，わが国各地で発症がみられた顎口虫症は，近隣

諸国から輸入されたドジョウに寄生する，これまで本邦

に分布していなかった剛鰊顎口虫（Ｃ７ｚａＺｈｏｓｒｏ油αハノＷ‐

cZ"wFedtschenko，1872）の幼虫によるものであろうと

推察され，その形態学的所見が明らかにされている（赤

羽ら，１９８２；石井，1983)．著者ら（1984）も，中国産

輸入ドジョウから得た小型の顎口虫幼虫をラットに投与

し，その体内で発育させたものをラットから回収，子豚

に感染させ雌雄の成虫を採取して，本虫が剛鰊顎口虫で

あることを確認した．

顎口虫の種による形態学的鑑別には，成虫および幼虫

の頭球，あるいは休部にみられる皮疎の形態，その数や

分布状況が異なっていることが指標となっているが，こ

れらの鑑別は，おおむね光学顕微鏡によるものであった

(Miyazaki,1960；宮崎,１９６３；Daengsvang,1972；Ｗａ‐

ngetaJ.,1976；赤羽ら，1982).最近,走査電子顕微鏡(以

下ＳＥＭ）を用いて観察された報告（石井，１９７２；Koga

andIshii，１９８１；石井ら，１９８２ａ，ｂ；石井，１９８３；古

賀ら，1984）がなされているが，ＧｈｉＳＰｉａｚ"〃について

のＳＥＭ像による形態的仔細についての記載は乏しい．

そこで著者らは，今回輸入ドジョウから得た第Ⅲ前期

幼虫と，ラット体内で発育した第Ⅲ後期幼虫，並びに子

豚から得た雌成虫のＳＥＭ像による形態的観察を行な

ったので，その知見の概要を報告する．

材料および方法

ドジョウからの第Ⅲ前期幼虫の採集：

中国産輸入ドジョウは，金沢市内淡水魚専門店から購

入し，肝臓を含む全内臓を摘出，約20倍の人工消化液中

に投入，３７°Ｃ，３時間，‘恒温槽内で攪拝しながら消化

した．消化し終った液はまず200メッシュ（74脚目）の

金網で濾過，残法をさらに70メッシュ（210βｍ目）の金

網で濾過，その濾液を充分沈殿させた後，その沈澄中か

ら小型幼虫（第Ⅲ前期幼虫）を回収した．

ラットへの幼虫感染と第Ⅲ後期幼虫の採集：

ドジョウから得た小型幼虫を経口的に50～250隻ずつ，

150～2509のWistar系ラットに投与した．第Ⅲ後期

幼虫は，小型幼虫投与後５週以上を経過した後，そのラ

ットを屠殺，各臓器を前述と同様の方法で消化，消化液

を濾過，沈法中から採集した．

子豚への幼虫感染と成虫採集：

感染に用いた子豚は生後30日目（約７kg)のＬＷＤ種

の雌で,投与幼虫はラットから得た第Ⅲ後期幼虫である．

この幼虫の30～50隻を経口か経腹腔感染させ，１２～15週

目に屠殺し，胃壁に寄生していた成熟虫体を採取した６

走査電子顕微鏡（SEM）による観察：

観察に供した幼虫および成虫は，数回生理食塩水中で

よく洗牒し，１０％中性ホルマリンで固定した．脱水は脱

ホルマリンした虫体をエタノール系列により行い，酢酸

アミルからＬＣＯ２に置換，臨界点乾燥（日立HCP-2

型）を行った．虫体は金蒸着（ロ立ＨＵＳ－５型）を行

なった後，加速電圧２～10ＫＶにより走査電子顕微鏡

（日立S-510型）で観察した．幼虫および成虫の計測値

は，ＳＥＭ像により図に示したものからそれぞれ計測し
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題番号59372001）の補助をうけて行なった．記して謝意
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TablelMeasurementsofthelarvaeaｎｄａｎａｄｕｌｔｆｅｍａｌｅｏｆＧ．/iiSPicれれ

Earlythird
stagelarva

Advancedthird

stagelarva
Adultfemale

Body（lengtMwidth）

HeadbulbOength×width）

Hookletsofheadbulb（lengtMwidth）

Cuticularspines

２２．５９×１．５０ｍｍ

135×535ｊｕｍ

ｌ１．８－１３．５ﾉｕｍ

ａ３０－３８×23-39/1ｍ

ｂ98-114｣ｕｍ

ｃｌ４０×４．５－１０．０ﾉﾘ、

418×６４ｌｕｍ

２５×４８ｊｕｍ

５－６×2-3Juｍ

０．８－１．７ｌｕｍ＊

２．０４５×0.247ｍｍ

５０×148ノリ、

５－７×３－４/uｍ

２．３－４．１ﾉﾋﾟ、＊

fｉｇｕｒｅｏｆＳＥＭＮｏｔｅ：Measurementsweremadeoneach

＊：Ｚｏｎｅｏｆｂｏｄｙｎｅｘｔｔｏｎｅｃｋ

ａ：Ｚｏｎｅｏｆｂｏｄｙｎｅｘｔｔｏｎｅｃｋ

ｂ：Zoneofanteriorl/４ｏｆｂｏｄｙ

ｃ：Zoneofanterior3/４ｏｆｂｏｄｙ

大きく平たく，幅148川，高さ50,αｍで，４列の鉤列を

そなえ，その鉤の数は１列目から３８，３７，３７，４２と規則

正しく配列していた．この鉤は第Ⅲ前期幼虫のそれとく

らべ，鋭く尖り猛禽類の階を思わせる形をしているが，

大きさはあまりかわらず５～７×３～４βｍで，しっか

りした円板状の基部をもっていた．頚部乳頭はこの写真

からは確認しえなかった．

体部の皮赫は小さく，三角形で尖っている．輪節はや

や高まっておりその下端に前記皮練が存在し，この輪節

と輪節との間は輪節溝で隔てられている．体前部にみら

れる皮練は2.3～4叩、と，第Ⅲ前期幼虫のそれと大き

さではかわらなかったが，尾端付近ではほぼ１’ｍ前後

と小さかった．輪節と輪節との間隔は体前部では狭く，

虫体後方にいくに従って広くなっていく傾向がみられ，

輪節にはさらに横輪線がみられる．体前部の輪節ではほ

ぼ１条であるが，体後方にいくに従ってその数は増し，

３～４条となり，輪節溝は浅くなった．

また尾部の形態からは雌雄の判別はできないが，尾端

の側面には１対の乳頭様突起があることを確認した．

雌成虫：

虫体の大きさは体長22.59ｍｍ,体幅1.50ｍｍで(Table

l)，Ｆｉｇ．９は体前部と頭球,Ｆｉｇ．１０は頭球を上面から

みたもので，Fig.１１はその鉤を示し，Figs､12-14までは

体表にみられる種々な皮練，Ｆｉｇ．１５は尾部を示したも

のである．

頭球の大きさは幅535βｍ，高さ135,[2ｍで，頭頂中央部

に１対の口唇がみられ，それぞれに２個の感覚乳頭がみ

られたほか，口唇の基部には１対のａｍｐｈｉｄを思わせる

小さな開孔もみられた.頭球の鉤は長さが11.8～13.5,Lzm

求めた．

成績

ドジョウから得た第Ⅲ前期幼虫：

第Ⅲ前期幼虫の大きさは体長418βｍ，体幅（ほぼ中央

部）６４脚であり（Tableｌ)，Ｆｉｇ．１は全体像を示し，

Fig.２では頭球，Fig.３は体前部の輪節と皮練を示し

たものである．

虫体の全表層には皮練を有する輪節がみられ，その輪

節数は１９１まで数えられたが，尾端の近くでは不鮮明と

なり数えられなかった．頭球直下の輪節から数えて10列

目と11列目との間に，頚部乳頭がみられた．頭球は幅４８

αｍ，高さ25皿で，頭頂中央に位置して１対の口唇が左

右に相対時し，その各々の背側と腹側に１個ずつの感覚

乳頭が存在した．口唇をとりまく鉤はいずれも鋭く，体

後方に向って規則正しく４列に配列し，大きさに差はあ

るが長さは５～６βｍ，最も太い部分で２～３/ｍであ

った．各列の鉤数はこの写真から算定できなかったが，

ほぼ40個前後と推定される．体部皮疎は頭球釣よりかな

り′l､さく0.8～1.7」(､ｎで尖り，体後方にいくに従って更

に小さくなる傾向がみられた．体前部の頭球に近い輪節

は，時として二重にみえるものもあった．

ラットから得た第Ⅲ後期幼虫：

Ｆｉｇ．４は第Ⅲ後期幼虫の全体像で,大きさ体長2,045

脚，体幅247’ｍであった（Tableｌ)．Figs、５，６は

頭球とその鉤を示し，Ｆｉｇ．７は体前部にみられる輪節

と皮練を，Fig.８は尾端部を示した．

虫体は尾端まで皮練を有する輪節がみられ，その輪節

数は１９２まで数えられた．頭球は第Ⅲ前期幼虫にくらべ
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薄臺

Ｆｉｇｓ、１－３Theearlythird-stagelarvaofC〃αthosto"zαハノSPidzｲmcollectedfrominternalorgansofthe
loaches、

ＦｉｇｌＬａｔｅｒａｌｖｉｅｗｏｆｗｈｏｌｅｂｏｄｙ・

Ｆｉｇ．２Ｅｎｌａｒｇｅｄｖｉｅｗｏｆｈｅａｄｂｕｌｂ・

Ｆｉｇ．３Enlargedviewofcuticularspinesontheanteriorparto（ｂｏｄｙ・

Ｆｉｇｓ、４－８Theadvancedthird-stagelarvaofC"ａｔ/Zosto"αノiiSPi伽mcollectedfrommuscleofex‐
perimentallyinfectedratwithearlythird-stagelarvae、

Ｆｉｇ．４Ｗｈｏｌｅｂｏｄｙｏｆｌａｒｖａ、

Ｆｉｇ．５Enlargedlateralviewofheadbulb，

Ｆｉｇ．６Hookletsontheheadbulb・

Ｆｉｇ．７Cuticularspinesandtransverseroｗｏｎａｎｔｅｒｉｏｒｐａｒｔｏｆｂｏｄｙ・

Ｆｉｇ．８Ｔａｉｌｐａｒｔｏｆｔｈｅｌａｒｖａ

Ｆｉｇｓ９－ｌ５ＡｎａｄｕｌｔｆｅｍａｌｅｗｏｒｍｏｆＧ〃ａｔ/ZostomaノZiSPid"mobtainedfromstmachofexperimentally
infectedpigletwithadvancedthird-stagelarvae・

Ｆｉｇ．９Ｈｅａｄｂｕｌｂａｎｄｆｏｌｌｏｗｉｎｇｐａｒｔｏｆｂｏｄｙ

Ｆｉｇ．1OEnlargedfrontalviewofheadbulb・

Ｆｉｇ．１１Hookletsonheadbulb

Figl2Cuticulａｒｓｐｉｎｅｓｎｅａｒｔｈｅｎｅｃｋｏｆｔｈｅｗｏｒｍ、

ＡａｎａｌｐｏｒｅＡＰａｍｐｈｉｄｉａｌｐｏｒｅ

ＣＰｃｅｒｖｉｃａｌｐａｐｉＵａ ＤＰｄｏｒｓａｌｐａｐｉｌｌａｏｆｌｉｐ

EentranceofesophagusHhooklet

HBheadbulbLCPlatera］postcloacalpapilla

SLLlaterallipsp1ne

VPventraｌｐａｐｉｌｌａｏｆｌｉｐ
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鐘
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Ｆｉｇｌ３Ｃｕｔｉｃｕｌａｒｓｐｉｎｅｓｏｎａｎｔｅｒｉｏｒｐａｒｔｏｉ

ｔｈｅｗｏｒｍ・

Figl4Cuticularspinesonl/３anteriorpart

ofwholebody・

Ｆｉｇｌ５Ｔａｉｌｐａｒｔｏｆｔｈｅｗｏｒｍ．
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れは，鉤列数が４列と差はないものの，形には明らかな

差がみられた（Figs,２，５)．しかし，成虫の鉤列は11～

13列，鉤の大きさは11.8～13.5,ｕｍと差があるが，その

形は鳥の噴状を呈し,基部はしっかりとした台座があり，

第Ⅲ後期幼虫のそれと形の上では類似していた（Figs、

６，１１)．Daengsvang（1972）は本虫成虫の鉤列数につ

いて，１１列みられるものは過半数を占め，１２，１０列とそ

れに次ぐことを報告している．また，宮崎（1963）は有

鰊顎口虫，ドロレス顎口虫，日本顎口虫の第Ⅱ期と，第

Ⅲ期幼虫の鉤の形態にはそれぞれ差があり，stageによ

る変化がみられることから，分類上重要な視点であると

述べているが，剛練顎口虫についてはふれていない．

DissamarneZaZ．（1966）は，ドロレス顎口虫と剛鰊顎

口虫のそれぞれのstageについて所見を示している．

赤羽ら（1982）は剛練顎口虫第Ⅲ後期幼虫の鉤の所見

が，有練顎口虫幼虫のそれよりも，ドロレス顎口虫のそ

れと似ていると報告している．

頚部乳頭は，第Ⅲ前期幼虫では皮鰊をともなう輪節の

１０列目と11列目との間にみられたが，第Ⅲ後期幼虫のそ

れは今回は確認できなかった．成虫のそれは皮練列の１１

列目と12列目との間に存在した．第Ⅲ後期幼虫の頚部乳

頭は，光顕レベルで11～13輪節間に(赤羽ら，1982)，

SEM像では10,11輪節間に（石井ら，１９８２ｂ）みられる

と述べていることから，第Ⅲ前期幼虫とほぼ近い位置に

存在するものと思われる．

輪節数は，光顕レベルとＳＥＭ像とによる計測数に

差がみられた．今回のＳＥＭ像からは，第Ⅲ前期幼虫

で191,同後期幼虫で192まで数えられたが，輪節には輪

節後縁に皮練があり，明瞭な輪節溝で隔てられていて，

識別は容易であった．しかし，この輪節後縁の皮練は体

後方に行くに従って小さくなり，また輪節溝は浅く，輪

節にみられる横輪線も１本から３，４本とその数を増

し，個々の輪節を判別するのは困難であった．このこと

は石井（1972）も有疎顎口虫第Ⅲ期幼虫のＳＥＭ像で同

様の所見を示している．

今回，著者らが観察した剛疎顎口虫成虫の皮練の形

態，分布については，前述のごとくであるが，Miyaza‐

kｉ（1960)，宮崎（1963)，ＤｉｓｓａｍａｒｎｅｔＭ（1966)，

Daengsvang（1972)，赤羽ら（1982）の光顕レベルでの

観察所見とほぼ一致した．しかし,成虫についてのＳＥＭ

像による報告では，石井（1972）が，ドロレス顎口虫

および日本顎口虫成虫について，Kogaandlshii（1981）

は日本顎口虫成虫について，それぞれ皮練の形態を報告

している．これらの記載と著者らが観察した剛鰊顎口虫

と大きく，しっかりした基部を持ち，形は第Ⅲ後期幼虫

のそれに似ていた．鉤列は11～13列みられるが，渦巻状

であった．このため各列の鉤数は一定とはいえず，この

像から－円を数え２列目になるところまでは88個，次の

列で104個，更に110個，４列目は106個の鉤が数えられ

たが，それ以上の列については算定することは困難であ

った．なお頚部乳頭は皮赫の11列目と12列目との間にみ

られた．

皮疎は虫体全部を覆うが，体前部から体後部に向けて

その形態に著しい変化がみられた．Ｆｉｇ．１２から14に示

す様に頭球に近い体前部の皮鰊は手指を拡げた様な形

で，３０～381αｍ×23～39叩と短く，分岐は浅くその分

岐数は６～９であった．さらに体後方にいくに従って皮

疎は98～114/ｕｍと縦長になり，分岐数も４～２と減少

してゆき，分岐は深くフォーク状となった．この様な分

岐をもつ皮赫は，頭球下からV4ぐらい体後方にむかった

あたりまでで，それより後方では，長いものでは140βｍ

を越えるもの，幅は4.5～10.0βｍと１本の長い針状の

皮鰊であった．しかし，頭球下からほぼ７/８から尾端ま

では，５０/ｕｍより短い小型の1本の針状皮赫となり，尾

部では逆に体前部にむかって群生していた．

尾端はやや尖り，１対の感覚乳頭と思われる突起が末

端部近くにみられたが，排泄孔は確認できなかった．

考察

lmlll鰊顎口虫はFedtschenko（1872）によって，野豚

の胃壁からみいだされたのが最初で，その後ヨーロッハ

のほか，ベトナム，中国，タイなど東南アジア諸地域か

らもそれぞれ報告されている（BaylisandLane，１９２０；

赤羽ら，1982)．以来，本虫の生活史，中間宿主として

の脊椎動物，ラットをはじめ哺乳動物への感染動物へ

の感染実験が行われ，冬期幼虫あるいは成虫の形態の仔

細な報告がなされた（Miyazaki，１９６０；Dissamarnet

aZ.，１９６６；Daengsvang，１９７２；ＷａｎｇｃｔａＪ.，１９７６；赤

羽ら，1982)．しかし，これらの報告は光学顕微鏡によ

り観察された結果をもとにしたもので，ＳＥＭ像による

報告はほとんどみあたらない．石井ら（l982a，ｂ)，石

井（1983)，古賀ら（1984）は，最近，本虫第Ⅲ後期幼

虫の頚部乳頭，尾部，若干の体表皮鰊の形態について述

べている．

著者らは，今回上記第Ⅲ前期，後期幼虫ならびに成虫

について，ＳＥＭ像によるこれら虫体の表面構造を比較

観察した．

頭球鉤の形態では，第Ⅲ前期幼虫とその後期幼虫のそ

（９６）
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とは，明らかに分岐数，分岐の切れ込み，それら皮鰊の

分布位置にも差がみられた．

著者らの今回行った第Ⅲ前期幼虫，第Ⅲ後期幼虫およ

び成虫のＳＥＭ像による所見は，先人達の光顕および

SEMによる所見を，より詳細に観察したもので，剛練

顎口虫の同定に役立つものと思われる．
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結 論

輸入ドジョウから得た|剛練顎口虫第Ⅲ前期幼虫，その

幼虫を感染させたラットから得た同後期幼虫，およびこ

の幼虫を感染させた子豚から得た同雌成虫について，そ

れぞれの体表構造を走査電子顕微鏡により観察した．

１）頭球の形態，釣の配列は，第Ⅲ前期幼虫（25×４８

/ｚｍ）および第Ⅲ後期幼虫（50×148抑）では４列，成虫

(135×535/ｚｍ）のそれは螺線状で11～13列であった．ま

た鉤の形態は第Ⅲ後期幼虫のそれは類似し，鳥の噴状を

呈していたが，第Ⅲ前期幼虫のそれとは明らかに差がみ

られた．

２）頚部乳頭の位置は，第Ⅲ前期幼虫では10,11輪節

問に，成虫のそれは11,12輪節間にみられた．

３）体部皮鰊は幼虫，成虫ともに虫体全部を覆ってお

り，第Ⅲ前および後期幼虫は小さな三角形の皮練で，輪

節の下縁に並び，その輪節は前者では191,後者では192

まで数えられた．成虫の皮練は形態的に種々変化した形

がみられ，体前部のほぼ'/4あたりまでは人の手指状の２

～９に分岐した形状がみられ，それ以後の尾部末端まで

１本の針状の皮練が密生していた．

４）第Ⅲ後期幼虫と雌成虫の尾端には，１対の感覚乳

頭と思われる突起を観察した．

本研究にあたり，九州大学医学部寄生虫学教室石井洋

一教授に種々有益な御助言をいただきました．記して謝

意を表します．
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SCANNING ELECTRON MICROSCOPY (SEM) OF LARVAE

AND ADULT WORMS OF GNATHOSTOMA HISPIDUM

Kaoru KONDO, Nobuaki AKAO, Yoshimasa TAKAKURA, Yoshihiro OHNISHI,

Yoshihiko KONISHI AND Hiroyuki YOSHIMURA

{Depai'tment of Parasitology, School of Medicine, Kanazawa

University, Kanazawa City 920, Japan)

Morphological features of early third-stage larvae (EL), advanced third-stage larvae (AL) and

an adult female worm (AW) of G. hispidum Fedtschenko, 1872 were examined by SEM.

EL collected from imported loaches, AL obtained from muscle tissues of experimentally

infected rats with EL, and AW recovered from stomach wall of a piglet infected with AL were

prepared for the SEM study, according to our previous report (Takakura et al.y 1984).

Results obtained were summarized as follows :

Measurements of EL, AL and AW and of their spines were as shown in Table 1. There

were significant differences in size or shape of the body, head bulb and hooklets or spines among

three specimens. A pair of lips of EL, AL and AW were located at central and anterior end of

head bulb. Each lip had a pair of sensory papillae at ventral and dorsal parts, respectively.

The head bulb of EL and AL had 4 transverse rows, but adult worm had 11 to 13. The

figure of hooklets of AL and AW on head bulb was of beak-like shape, but that of EL was

somewhat longer in length (Fig. 6). Each transverse row on head bulb of EL or AL possessed

about 40 hooklets, and adult worm had more than 100. The whole body of three specimens were

entirely covered with various shapes of cuticular spines. Transverse rows of EL and AL of the

body were counted to 191 or 192.

The cuticular spines at anterior one fourth of body of AW had 2 to 9 teeth or fingers re

sembling human hand, and they were much longer and needle-like in shape at posterior part of

the body (Figs. 12-14). Cervical papilla of EL was seen between 11th and 12th of transverse rows.

A pair of projections suspecting of sensory papillae were observed at terminal part of AL or AW.

Morphological features of G. hispidum obtained in present study were available for differ

entiation from other species of Gnathostoma.
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